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編
・
集
・
後
・
記 

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
、
ど
ち
ら

も
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の
と

き
で
す
。
私
も
定
年
退
職
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
ず
ー
っ
と
先
に
あ
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
、
ふ
と
自
分
を
顧
み
て
み
る
と
、
確

か
に
歳
は
と
っ
た
が
果
た
し
て
相
応
の
成

長
は
し
て
き
た
の
か
と
、
何
と
も
複
雑
な
気

持
ち
で
あ
り
ま
す
。
希
望
に
満
ち
て
新
た
な

門
出
を
迎
え
ら
れ
た
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
自

分
の
夢
と
希
望
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
●
今
年
の
春
は
暑
か
っ
た
り
寒
か
っ
た

り
で
、
季
節
外
れ
の
雪
や
強
風
も
あ
っ
て
混

乱
し
ま
し
た
。
各
地
で
発
生
し
た
山
火
事

は
、
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
海
外
で

は
異
常
気
象
に
よ
る
火
事
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
日
本
で
も
こ

ん
な
に
頻
発
す
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
遠
い
世
界
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
で
も
、
ほ
ん
と
は
遠
い
所
の
話
で
は

な
く
、
同
じ
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な

ん
で
す
ね
。
●
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
私
た
ち

の
と
こ
ろ
に
も
影
響
が
出
て
く
る
ん
で
し

ょ
う
ね
。
大
地
震
や
戦
争…

起
こ
っ
て
は
欲

し
く
な
い
け
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
関
心
を

持
つ
こ
と
、
支
え
あ
う
こ
と
が
大
事
な
ん
だ

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
少
し

く
ら
い
は
成
長
し
て
き
た
の
か
な
ぁ
。（
ｔ
） 

 

希
望
の
風
に
乗
り
、 

こ
の
広
い
大
空
に
夢
を
託
し
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 まちづくり協議会のえがお部会では、

令和 6年度事業として「笑顔のまち え

いげんじ」のポスターを作製しました。 

 これからの永源寺を担っていただけ

る永源寺中学校文化部の皆さんの協力

を得て「笑顔で暮らせる思い」を描いて

いただき、素敵なポスターができあがり

ました。 

 このポスターを自治会、学校・園、公

共施設、医療機関、金融機関など各所の

協力により掲示し啓発していただける

ことになりました。 

 永源寺地区の皆さんが、互いに助け合

い「笑顔いっぱいのまち」を目指してい

けることを願っています。 

  

  

 とある牧場で同じ日に生まれ

た３頭の子牛の日常を描く、

「Ｙ・Ｏ牧場なかよしわんぱく

トリオ」の２冊目の絵本。“あ

か”が思い出す夏の散歩の思い

出と、“くろ”が思い出す冬の

川での出来事のおはなしです。

子どもの頃のなにげないけれ

ど、大切な宝物のような日々が、

あたたかな水彩画で描かれてい

ます。 

 緑の風が吹き抜け、小鳥のさえず

りや川のせせらぎが聞こえる森の中

のカフェ。そんな日常から離れ、ほ

っと一息つける京都・滋賀・福井の

カフェを紹介した本。東近江市から

は、コーヒー職人の淹れたコーヒー

と、素材にこだわり焼き上げられた

パンが味わえる「石窯パンと自家焙

煎コーヒー つむぎ」、湖東地区に

ある農園カフェ「ＭＩＭＯＳＡ ＫＩ

ＴＣＨＥＮ（ミモザキッチン）が紹

介されています。 

最強寒波 君ヶ畑で積雪８０cm超え 
除雪排雪作業に市職員も応援 

 

手品と昭和歌謡で楽しむ 
ボランティアセンターのプレ活動 

 

姉妹のふる里で念願の「華展」 
寺田礼子・西山紀久子・小百合三人展 
市の花ムラサキが紹介されました 
コミセンの歴史再発見講座 

 
「喫茶よってって」高木会議所に開設 

 節分過ぎの 2 月 8 日～１０日と、2 月 19 日～
20日にかけて、10年に一度といわれる最強寒波に
見舞われ、大雪となりました。 
 断続的に降り続いた雪の影響で、平地部でも２０
～３０cm の積雪、あまり報道されていませんが、
君ヶ畑町では８０cmを超える積雪となりました。 
 この大雪の影響で、国道 421 号は三重県への通
行が遮断されたほか、市道蛭谷君ヶ畑線の一部で雪
崩が発生し一時通行止めとなりました。また、10
日と 19日には、小中学校も臨時休校となりました。 
 君ヶ畑町と箕川町では、5日間で延べ 46人の市
職員が除雪および排雪作業に従事されました。 
  

 近江和太鼓団「巴」～UZUMAKI～は、2014年
9 月に発足し、東近江市を拠点に地域のお祭りやイ
ベント出演、県内外の和太鼓チームとの交流など精
力的に活動されており、現在は小学生から大人まで
12人で練習に励んでおられます。 
 2024年で結成 10周年を迎えられ、これを記念
した演奏会が 3月 30日、永源寺コミュニティセン
ターで行われました。この日は、県内外から約 130
人の来場があり、力強い迫力のある和太鼓の演奏に
魅了されていました。また、森のアトリエでは、10
年のあゆみと題して、これまでの写真や衣装、楽器
などの展示も行われました。（関連フォト８ページ） 

『森のカフェと緑のレストラン 京都・滋賀』 
  ぴあ 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

結成 10周年「巴」～ＵＺＵＭＡＫＩ～ 
記念ライブ開催 森のアトリエで 10年のあゆみ展 

 2 月 15 日、青野町集会所で永源寺地区ボランテ
ィアセンタープレ活動が行われました。 
 ボランティアセンター活動は、地域のコミュニテ
ィを活発にすることで防災・防犯を推進し、いきい
き楽しく助け合える永源寺をめざして、住めば都プ
ラン推進会議と永源寺福祉の会が計画された活動で
す。 
 この日は、石谷町の山田英雄さんによる手品と昭
和歌謡の催しがあり、和やかな雰囲気で進められま
した。休憩時には、えんがわ喫茶によるコーヒーの
サービスもあり、参加された方は「楽しいひととき
をありがとう」と言っておられました。 
 
  

『ぼくらの季節 Ｙ・Ｏ牧場 夏と冬の日編』 
  岡崎善通 作／ポエムピース 

３月２３日から４月６日まで、永源寺図書館で、
山上町出身の姉妹と娘さんの３人による絵画展「華
展 2025」が行われました。 
華展には、姉の寺田礼子さんの水彩画や書、妹の

西山紀久子さんの墨彩画と紀行絵本『おじぞうさん
どこいくの？』の原画、紀久子さんの娘、小百合さ
んの日本画など、会場いっぱいに多くの作品が展示
されました。期間中には多くの来館者があり、華や
かな会場は、笑顔あふれる交流の場となりました。 
次は、あなたが永源寺図書館で夢をかなえてみま

せんか。「永源寺図書館に行けば、誰かとつながる居
場所がある」（楽楽ひろばから情報提供） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛
知
川
清
流
会
の
皆
さ
ん
と
三
日
月

滋
賀
県
知
事
と
の
懇
談
会
「
こ
ん
に
ち

は
！
三
日
月
で
す
」
が
２
月
13
日
、
永

源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

「
こ
ん
に
ち
は
！
三
日
月
で
す
」
は
、

先
進
的
な
取
り
組
み
や
特
色
あ
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事

業
所
、
学
校
、
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
を

知
事
が
訪
問
し
て
対
話
す
る
取
組
で
、

今
回
が
知
事
就
任
以
来
90
回
目
と
な

り
ま
す
。 

 

懇
談
会
で
は
、
最
初
に
活
動
内
容
を

紹
介
。
「
子
ど
も
の
頃
の
愛
知
川
は
清

流
が
流
れ
、
ア
ユ
が
飛
び
跳
ね
、
白
い

石
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。
そ
ん

な
き
れ
い
な
愛
知
川
を
取
り
戻
し
た
く

会
を
発
足
。
年
間
10
回
実
施
し
て
い
る

草
木
の
伐
採
作
業
は
、
12
年
間
事
故
ゼ

ロ
で
安
全
第
一
を
基
本
と
し
て
い
る
。

30
分
作
業
し
て
20
分
休
憩
。
こ
の
休
憩

時
の
対
話
が
重
要
で
、
現
役
を
引
退
し

た
人
が
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
」
と
、

毎
月
の
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
水
質
調
査
や
子
ど
も
の

体
験
学
習
の
場
の
提
供
、
ア
ユ
の
煮
付

け
を
高
齢
者
に
配
布
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
。 

 

活
動
報
告
を
聞
い
て
知
事
は
、
「
愛

知
川
が
ア
ユ
の
産
地
と
し
て
優
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め

に
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
何
よ

り
事
故
ゼ
ロ
が
素
晴
ら
し
い
。
水
産
面

だ
け
で
な
く
多
面
的
な
効
果
が
期
待
で

き
る
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

意
見
交
換
で
は
、
山
の
荒
廃
と
愛
知

川
を
取
り
巻
く
課
題
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
話
が
交
わ
さ
れ
、
県
か
ら
は
試
験

的
に
始
め
ら
れ
た
置
き
砂
に
つ
い
て
説

明
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
下
流
に
上
流
の
砂

意見交換のあとの記念撮影 

 

愛
知
川
の
清
流
を
取
り
戻
す
た
め
に
・
・
・ 

「
こ
ん
に
ち
は
！
三
日
月
で
す
」 

 
 
 

県
知
事
と
愛
知
川
清
流
会
の
意
見
交
換 

熱心にメモを取りながら参加者の声を

聞く三日月知事 

利
を
置
く
こ
と
で
、
砂
利
が
流
れ
石
に

付
着
し
た
泥
を
削
り
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
を
試
み
る
も
の
。
内
水
面
漁
業

振
興
協
議
会
の
議
論
の
中
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
だ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
清
流
会
か
ら
「
全
国
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
発
展
的
な
協
議
会
と
な
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、
知
事
か
ら

は
「
気
さ
く
な
話
し
合
い
で
良
か
っ
た
。

全
県
の
モ
デ
ル
的
な
活
動
で
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
活
動
が
、
よ
り
継
続
し
て
充

実
で
き
る
よ
う
に
我
々
も
頑
張
っ
て
対

応
し
て
い
く
。
清
流
の
日
の
活
動
に
は

是
非
と
も
参
加
し
て
み
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 鈴鹿の森でのイヌワシとの出会いは、わたし 

の人生を変えてくれたといえる。イヌワシはま 

さに天狗である。なぜ、鈴鹿の森に天狗、イヌ 

ワシが棲息するのか。それは、木地師文化発祥 

の地であるように、古い時代から人々が豊かで 

多様な森林資源を糧に生活し、木材の収穫だけ 

でなく、炭焼き、茅刈場など、生活に欠かせな 

い資源を持続的に利用するため、山を賢明に管理活用されてきた。その結果、

鈴鹿の森には人為的な開放地があちこちに存在し、森林資源を循環的に利用す

ることの結果として、イヌワシをはじめ多種多様な生物が生息する場となっ

た。日本有数の生物多様性を誇る森であるといえる。多様で豊かな鈴鹿の森は、

木地師文化をはじめとする多様な森林文化を育んだだけでなく、広大な湖東平

野を潤し、琵琶湖を養うことにより、あらゆる生き物と人をつなげ、東近江市

特有の森里川湖の原風景を創造した、日本の森の存在意義の原点であるといえ

る。この素晴らしさを再生することは、私たちの責務であると考えている。 

 

 博物館と言えば、資料を収集して保存し、 

研究して展示。講演会やワークショップなど 

で掘り下げて観ていただくのが活動の基礎で 

あるが、2022年に博物館法が改正され、教育 

的要素に加え、文化経済戦略や観光振興、ま 

ちづくりの核としての役割が加わった。そし 

てこれらを実践することにより地域にとって 

有益な存在でなければならない。新しい博物 

館は、山がフィールドでリアルな体験ができることが大きなメリットであり、

その学びを支える人材の育成と確保、地域の方とどのような関係性を築いてい

くかが最も大事な要素である。また、さまざまな研究場所としても期待できる

が、研究された成果を地域のブランド、地域の誇りとなる取組が必要である。

建築物も仏像も文化財の多くは木で作られている。木を知らないと文化財は成

り立たないが、木と人々の暮らしが乖離している現実もあると思う。木の価値、

木を育てている大切な山のことを学べる博物館を目指していただきたい。 

 東近江市には、源流から河口までつな 

がる一つの水系、森里川湖のつながりが 

あり、鈴鹿の森は、市域全体を支える多 

様で豊かな生態系、自然資源の源である。 

また、鈴鹿の森には長い人と自然との関 

わりの中で育まれてきた文化があり、生 

物多様性という観点から、日本を代表す 

るホットスポットになっている。鈴鹿の 

森の豊かさ、魅力を未来に引き継ぐには、 

多くの人が森に関心を持ち、森と人の共生に向けた新たな関わりを構築する必

要がある。鈴鹿の森を生涯学習・社会教育の拠点として活用し、多様な人々を

つなぐことは、地域や社会の課題の解決に向け、市民・企業・行政が共創する

「リビング・ラボ」としての役割を果たすことにつながる。 
（リビング・ラボ：生活空間と実験室を組み合わせた造語。社会課題の解決や、新しい価
値を生み出すために市民・企業・行政が「共創する」ことに軸を置いた方法論。現場でい
ろんなことを学ぶ。） 

 

■
山
﨑 

亨
さ
ん 

ア
ジ
ア
猛
禽
類
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
長 

東
近
江
市
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長 

■
深
町 
加
津
枝
さ
ん 

森
の
文
化
博
物
館
基
本
計
画
策

定
委
員
会
委
員
長 
京
都
大
学

大
学
院
准
教
授 

 

■
井
上 

ひ
ろ
美
さ
ん 

文
化
遺
産
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表 

（
文
化
遺
産
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
） 

京
都
国
立
博
物
館
調
査
員 

 

1976 年 3月 24 日、13:00。茨

川の上流、標高 1000ｍのところ

で初めてイヌワシを観測した。鈴鹿

の森に引き込まれ、通い始めて約

50 年。人生を変えられたイヌワシ

との出会いであるという。 

風景や地域文化を研究。何度も現場

に赴き撮り続けた奥永源寺の原風

景を写真で紹介される。人と自然と

の関わり、自然の恵みを暮らしに生

かし、暮らしてきた人たちが作って

きた風景を感じてほしいという。 

県教育委員会による大本山永源寺

の文化財調査、『永源寺町史』の編

さん・執筆にも関わる。滋賀県の文

化財を全国の博物館などで展示公

開されてきた。これからの博物館に

求められる姿について提案される。 

■
基
調
提
案 

鈴
鹿
の
森
の 

多
様
性
と 

森
の
未
来 

関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
は
約
１
０
０
人
が

参
加
。 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
鈴
鹿
の
自
然
と
新
た
な
歴
史
文
化
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
２
月
23
日
、
永
源
寺
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ア
ジ
ア
猛
禽
類
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
山
﨑

亨
さ
ん
、
森
の
文
化
博
物
館
基
本
計
画
策
定
委
員
会
委
員
長
の
深
町

加
津
枝
さ
ん
、
文
化
遺
産
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
井
上
ひ
ろ
美
さ
ん
の
３
人

か
ら
の
基
調
提
案
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
、
市
が
策
定
し
た
森
の
文

化
博
物
館
基
本
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
小
椋
正
清
東
近
江

市
長
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
討
論
で
は
主
に
博
物
館
計
画
に
つ
い
て
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
パ
ネ
ラ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

■
参
加
者 

イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ

カ
は
今
も
生
息
す
る
の
か
。
道
の

駅
か
ら
大
き
な
鳥
を
見
た
こ
と
が

あ
る
が
。 

 

山
﨑 

イ
ヌ
ワ
シ
は
、
残
念
な

が
ら
６
年
前
に
い
な
く
な
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
戻
っ
て
来
る
の
か
。

そ
れ
が
ま
さ
に
鈴
鹿
の
森
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。 

現
在
は
イ
ヌ
ワ
シ
を
呼
び
戻
す
協

議
会
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
幕
開
け
と
し
て
先
週
行
っ
た

イ
ヌ
ワ
シ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
東
近

江
市
長
か
ら
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
宣
言
」
が
行
わ
れ
た
。
鈴

鹿
の
森
は
、
日
本
に
生
息
す
る
猛

禽
類
の
ほ
と
ん
ど
が
生
息
し
て
い

る
貴
重
な
場
所
で
あ
る
。
道
の
駅

の
裏
側
の
山
の
斜
面
は
、
広
葉
樹

と
針
葉
樹
が
入
り
混
じ
っ
て
お

り
、
ク
マ
タ
カ
が
狩
り
を
す
る
格

好
の
場
所
で
あ
る
。
道
の
駅
か
ら

ク
マ
タ
カ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
強

み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

■
参
加
者 

フ
ィ
ー
ル
ド
を
限
定

し
て
指
定
し
た
理
由
は
。
鈴
鹿
の

森
の
全
て
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て

も
い
い
の
で
は
。 

 

山
﨑 

指
定
さ
れ
た
区
域
は
、

生
物
多
様
性
と
文
化
の
多
様
性
が

凝
縮
し
た
と
こ
ろ
で
、
安
全
性
も

含
め
て
管
理
で
き
る
範
囲
を
指
定

さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
鈴
鹿
の
森

全
体
が
活
性
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

鈴
鹿
10
座
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
適
し

た
場
所
で
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。 

 

 

深
町 

指
定
エ
リ
ア
は
学
習
・

体
験
の
核
と
な
る
場
所
で
、
鈴
鹿

の
森
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
入
口
）

と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
情
報

や
経
験
が
博
物
館
に
集
ま
り
、
関

わ
る
人
が
増
え
て
い
け
ば
、
必
然

的
に
活
動
エ
リ
ア
も
広
が
っ
て
い

く
。
参
加
型
で
一
緒
に
関
わ
り
な

が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。 

■
参
加
者 

木
地
師
の
歴
史
文
化

を
継
承
し
て
い
く
の
も
欠
か
せ
な

い
要
素
で
は
。 

 

小
椋 

木
地
師
が
使
っ
た
ロ
ク

ロ
技
術
は
、
日
本
の
近
代
産
業
を

支
え
た
物
づ
く
り
の
原
点
で
あ

る
。
糸
を
紡
ぐ
糸
巻
き
の
芯
や
万

年
筆
も
そ
う
。
木
工
も
金
属
も
丸

い
物
を
作
る
技
術
は
ロ
ク
ロ
が
発

祥
で
、
惟
喬
親
王
が
職
業
の
神
様

と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
民
間
の
参
画
も
期
待
で
き

る
。
木
地
師
文
化
は
長
い
歴
史
の

中
で
育
ま
れ
て
き
た
森
の
文
化
の

象
徴
で
あ
り
、
広
が
り
や
奥
ゆ
き

も
期
待
で
き
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。 

■
参
加
者 

フ
ィ
ー
ル
ド
全
体
が

博
物
館
と
い
う
発
想
が
面
白
い
。
冬

も
雪
遊
び
が
で
き
る
。
地
域
の
特
性

を
生
か
し
て
面
白
い
博
物
館
を
目

指
し
、
人
を
呼
び
込
ん
で
ほ
し
い
。 

 

小
椋 

家
族
連
れ
で
、
ぶ
ら
り

と
遊
び
に
行
こ
う
か
と
い
う
要
素

は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
ロ
ク
ロ

に
限
ら
ず
、
体
験
す
る
こ
と
で
木

の
温
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、

発
達
障
害
な
ど
の
問
題
が
増
え
て

い
る
が
、
森
の
中
に
身
を
置
き
山

遊
び
を
し
た
ら
五
感
が
養
わ
れ
、

人
間
性
を
取
り
戻
せ
る
と
信
じ
て

パネルディスカッション 

■コーディネ―タ―  

 アジア猛禽類ネットワーク会長 山﨑 亨 氏 

■パネリスト 

 東近江市長 小椋正清 氏 

 森の文化博物館基本計画策定委員会委員長 深町加津枝 氏 

 文化遺産プラニング代表 井上ひろ美 氏 

参
加
者
と
意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
方
式
で
行
わ

れ
た
パ
ネ
ル
討
論 

い
る
。
そ
れ
が
森
の
力
で
も
あ
る
。

宿
泊
施
設
も
あ
り
、
家
族
や
学
校

で
、
自
然
の
中
で
山
遊
び
が
で
き

る
楽
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
作
っ
て

い
き
た
い
。 

 

井
上 

博
物
館
に
必
要
な
の

は
、
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
で
、
こ

の
中
に
は
人
材
も
含
ま
れ
る
。
永

源
寺
地
域
に
は
自
然
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
人
で
し
か
知
ら
な
い

歴
史
文
化
な
ど
宝
物
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
地
域
の
人
が
後
押
し
す
る

土
壌
も
あ
る
。
博
物
館
は
物
静
か

に
文
化
財
を
鑑
賞
す
る
と
こ
ろ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
う
が
、
最
近
は
楽
し
い
場

所
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
が
主
流

で
あ
る
。
行
っ
て
み
て
面
白
い
、

楽
し
い
、
や
っ
て
み
て
新
た
な
発

見
が
あ
る
、
そ
ん
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

生
か
し
た
機
能
と
、
全
国
的
に
貴
重

な
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
と
い
う

博
物
館
本
来
の
機
能
と
が
融
合
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
人
と

の
関
わ
り
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。 

 

山
﨑 

地
域
と
の
関
わ
り
と
い

う
面
で
は
、
東
近
江
市
で
は
、
百
年

の
森
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
過
程
で
、
過
去
を
振
り
返
り
な
が

ら
将
来
ど
う
す
る
と
い
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

行
っ
て
き
た
。
森
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
森
の
再
生
の
た
め
に
自
分
た
ち

は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
場
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鈴

鹿
10
座
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通

じ
て
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
主
体

５回のフォ―ラム皆出席。

思いを語る小椋市長。 

と
な
っ
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
す
で

に
地
域
密
着
型
の
素
地
が
あ
る
と

い
え
る
。 

■
参
加
者 

計
画
の
推
進
に
は
マ

ン
パ
ワ
ー
も
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
若
者
を

呼
び
戻
せ
る
か
不
安
に
思
っ
て
い

る
が
。 

 

小
椋 

こ
の
計
画
を
進
め
る
こ

と
で
、
人
は
呼
び
戻
せ
る
と
本
気
で

思
っ
て
い
る
。
人
の
幸
せ
、
豊
か
さ
、

居
場
所
っ
て
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ

う
。
人
に
よ
っ
て
価
値
観
は
違
う
が

田
舎
で
ク
オ
リ
テ
ィ
（
質
）
の
高
い
、

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
土
壌
が
永

源
寺
地
域
だ
け
で
な
く
東
近
江
市

に
は
あ
る
、
そ
う
信
じ
て
あ
ら
ゆ
る

政
策
を
進
め
て
い
る
。
少
子
化
の
中

で
も
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
地
域
を

目
指
せ
ば
人
は
戻
っ
て
来
る
と
信

じ
て
い
る
。 

 

深
町 

知
識
を
詰
め
込
む
だ
け

が
学
習
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
大
雨

時
に
川
の
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
い

な
す
）
す
る
こ
と
も
自
然
の
中
で
人

間
が
身
に
つ
け
て
き
た
こ
と
。
地
域

で
暮
ら
し
て
い
る
中
で
、
自
然
の
恵

み
を
暮
ら
し
に
使
い
き
れ
る
学
習

能
力
が
大
事
。
こ
れ
も
豊
か
さ
で
あ

る
。
便
利
な
所
に
住
ま
う
こ
と
、
イ

コ
ー
ル
豊
か
さ
で
は
な
い
と
思
う
。 

 

山
﨑 

森
里
川
湖
の
つ
な
が
り

の
中
で
、
鈴
鹿
の
森
は
東
近
江
市
の

心
臓
部
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み

を
わ
た
し
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
鈴
鹿
の
森
全
体
が
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
と
い
え
る
。 

森
の
文
化
博
物
館
基
本
計

画
を
説
明
す
る
西
川
寛
さ

ん 


